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　米、大豆、野菜を中心に生産、出荷している
奥山喜幸さん（畑中）。
　野菜は主にメロンを生産、ふるさと納税返礼
品、贈答用で約5,000個を出荷、本町の農業を下
支えしています。
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まちづくりはどう図られたか
地域公共交通の再構築は
部活動から地域クラブへ
一目でわかる議員の賛否
クマ対策どうする
谷地高支援どう思いますか

キラリかがやく人

かほく ぎかい だより

ギカイのトリセツ

https://www.town.kahoku.yamagata.jp
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９
月
定
例
会
は
前
年
度

の
決
算
を
審
議
す
る
場
で

も
あ
り
ま
す
。
行
わ
れ
た

事
業
に
対
し
、
執
行
率
や

成
果
、
今
後
に
ど
の
様
に

つ
な
げ
て
い
く
の
か
を
、

議
員
各
々
の
視
点
か
ら
調

査
し
質
疑
す
る
場
で
あ
り

ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
の
夏
も
「
地

球
沸
騰
化
」
と
も
い
え
る

酷
暑
。
高
温
・
渇
水
に
よ

る
農
作
物
へ
の
影
響
。
そ

し
て
多
発
す
る
「
ク
マ
」

の
出
没
情
報
。
こ
の
よ
う

な
災
害
級
の
事
態
に
対
し

ど
の
様
に
迅
速
に
行
政
は

対
応
す
る
か
、
議
会
と
し

て
提
言
し
て
い
く
こ
と
が
、

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
は
や
し
）
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産学官連携は大変良い
　産学官連携は子どもにとっ
て、良い経験になるし、経済的支
援は保護者が助かる。
　入学者増加につなげられるよ
う、支援を継続して欲しい。

人材育成で未来都市へ
　このままでは河北町から県立
の機関が全て無くなる。河北町
と谷地高の存続繁栄の為にも、
村山地域の人材育成と未来都市
作りの為にも、寮を備えた高等
専門学校として再編し誘致を。

決める前に相談会を
　県外からの谷地高受験者がゼ
ロだった。生徒の受け入れ態勢
が整っておらず無理があった。
　企画の決定前に、高校生の下
宿や生活を支える態勢の相談会
などが必要ではないか。

私も谷地高を応援します
　谷地高出身者に地元に貢献す
る素晴しい人がたくさんいます。
　そんな谷地高をもり立てるた
め、私も応援します。皆さんも、
町も応援してほしいと思いま
す。

若者定着のまちづくりを
　西里で22年にわたり、企業と
人を繋ぐ人材派遣業で河北町に
お世話になっています。谷地高を
支援する会に入会し、生徒さんを
応援します。若者が定着する活気
あるまちづくりに期待します。

誇りを育てる地域活動
　林家舞楽（国指定重要無形民俗
文化財）について指導協力を行っ
ています。谷地の伝統文化を学
び、雅楽器の技術を身に着けても
らうことで、谷地への誇りと愛着
を育んでいただけたら幸いです。

皆さんからお聴きした声、町政に活かします。

あ
と
が
き

谷地高校への支援どう思いますか？

シリーズ　みんなの声

杉浦正治 さん
（北口北）

佐藤純子 さん
（天満）

庄司武典 さん
（末北）

古澤榮子 さん
（６区）

大沼正雄 さん
（勤務地：西里

） 林 重陽 さん
（栄町）
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2827万円2827万円

町制施行70周年記念事業
70周年記念として主に11事業実施

923万円923万円

谷地高等学校支援
7つの後方支援

2179万円2179万円

定住促進住宅
２戸のリノベーション 移住定住へは有効

1155万円1155万円

町内の各学校へ電子黒板導入
情報通信技術を活用 教育の質を向上

100万円100万円

農商工連携
令和６年度のワインは1633本出荷 前年と比較し約1.5倍

歳入歳出総額
歳入とは地方公共団体が１年間に得る収入

歳出とは地方公共団体が、会計年度に行う全ての支出

※金額表示は千円未満切捨のため
　歳入歳出差引額が一致しない場合があります。

 2億3018万円 2億3018万円

動物園施設整備
来園者は大幅増加 波及効果は絶大

14億1067万円14億1067万円

ふるさと納税
前年度より約7500万円減

　
谷
地
高
支
援
は
、必
要
な
こ
と
だ
け

ど
、費
用
対
効
果
を
考
え
る
と
、角
度
を

変
え
受
験
者
の
心
に
ひ
び
く
よ
う
な
も

の
を
企
画
、実
行
し
て
欲
し
い
。

和田 一矢さん（前西）

林智 決算審査特別委員会委員長

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
動
物
園
に
多
く
の
人

の
来
園
は
嬉
し
い
が
、動
物
へ
勝
手
に
食
べ

物
を
与
え
な
い
、ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
な

ど
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
見
て
欲
し
い
。

羽柴 幸恵さん（ひな市）

一般会計
歳入　113億7867万円
歳出　110億6761万円
歳入歳出差引
　　　　3億1105万円

秋の決算大審査会秋秋秋秋秋秋のの決算大審査会決算大審査会決算大審査会決算大審査会決算大審査会決算大審査会決算大審査会決算大審査会決算大審査会決算大審査会決算大審査会決算大審査会決算大審査会決算大審査会決算大審査会決算大審査会決算大審査会決算大審査会決算大審査会決算大審査会決算大審査会決算大審査会
令和６年度のまちづくりは
どう図られたか

令和7年10月　かほく議会だより　第129号（2）（3）かほく議会だより

秋の決算大審査会 秋の決算大審査会



問
　令
和
６
年
度
の
ふ
る

さ
と
納
税
の
評
価
と
、
そ

れ
を
踏
ま
え
た
次
の
戦
略

は
ど
う
か
。

■か■ほ■く■発■信■・■ブ■ラ■ン■ド■推■進■室■長

　
制
度
の
改
定
も
あ
っ
た

が
、
児
童
動
物
園
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
約
６
７
０
０

万
円
の
応
援
な
ど
も
含
め
、

少
な
く
な
い
寄
付
を
い
た

だ
い
た
。

　
今
後
は
、
児
童
動
物
園

の
運
営
費
と
、
い
も
こ
列

車
の
枕
木
交
換
へ
の
応
援

寄
付
や
、
来
町
し
た
方
が

利
用
で
き
る
寄
付
ア
プ
リ

な
ど
に
も
取
り
組
む
。

商
工
業
や
観
光
振
興

に
使
う
お
金

問
　
ど
ん
が
ホ
ー
ル
の
北
、

バ
ス
停
の
所
に
あ
る
外
ト

イ
レ
は
、
時
間
に
よ
り
閉

鎖
が
あ
り
、
使
い
に
く
い
。

　
町
の
真
ん
中
に
あ
る
ト

イ
レ
だ
。

　
ど
ん
が
ホ
ー
ル
の
指
定

管
理
者
ま
か
せ
に
せ
ず
、

町
と
し
て
対
策
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

■商■工■観■光■課■長
　
こ
の
ト

イ
レ
は
、
タ
バ
コ
火
の
不

始
末
な
ど
、
い
た
ず
ら
が

頻
発
し
た
。

　
ど
ん
が
ホ
ー
ル
が
開
い

て
い
る
時
間
だ
け
使
え
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

　
使
え
る
よ
う
に
検
討
し

た
い
。

ひ
な
の
湯
の

ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
充
実
を

問
　ひ
な
の
湯
の
源
泉
の

修
繕
に
関
連
し
て
だ
が
、

脱
衣
所
の
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ

ー
は
、
も
っ
と
使
い
や
す

い
よ
う
に
充
実
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か
。

■商■工■観■光■課■長
　
い
ろ
い

ろ
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

問
　役
場
の
Ｄ
Ｘ （
デ
ジ

タ
ル
化
推
進
）
で
、
生
成

Ａ
Ｉ
を
試
し
に
使
っ
た
よ

う
だ
が
、
有
効
性
は
ど
う

だ
っ
た
か
。

　
利
用
方
針
は
ど
う
し
て

い
る
か
。

■企■画■財■政■課■長
　
資
料
作

成
や
議
事
録
づ
く
り
に
使

っ
て
み
た
が
、
町
民
の
利

便
性
ア
ッ
プ
や
、
職
員
の

負
担
軽
減
な
ど
、
使
え
る

と
判
断
し
た
。

　
今
年
の
６
月
か
ら
導
入

し
て
い
る
。

　
利
用
指
針
と
し
て
は
、

個
人
情
報
は
扱
わ
な
い
こ

と
と
し
て
い
る
。

町
職
員
の
省
庁
派
遣

そ
の
仕
事
と
目
的
は

問
　町
職
員
が
省
庁
へ
派

遣
さ
れ
て
い
る
が
、
仕
事

内
容
と
そ
の
目
的
は
ど
う

い
う
も
の
か
。

■町■長
　
人
口
減
少
問
題
と
、

い
か
に
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
か
な
ど
、

全
国
か
ら
情
報
が
集
ま
る

総
元
締
め
の
省
庁
に
派
遣

し
て
い
る
。

　
職
員
に
は
、
情
報
を
町

に
持
ち
帰
り
、
ま
た
経
験

庁
舎
建
物
内
の
経
費

や
人
事
、企
画
、財
政
、

徴
税
、戸
籍
、選
挙
、統

計
な
ど
町
の
統
括
的

な
事
務
事
業
に
使
う

お
金

問
　河
北
町
で
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
交
付

金
（
地
方
の
課
題
解
決
・

魅
力
向
上
に
意
欲
的
な
取

組
に
支
援
す
る
交
付
金
）

の
活
用
と
、
交
付
金
の
収

入
額
は
ど
う
か
。

■企■画■財■政■課■長
　
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
、
証
明
書
コ

ン
ビ
ニ
交
付
、
公
金
収
納

サ
ー
ビ
ス
と
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
実
現
の
電
子

黒
板
21
台
導
入
の
各
事
業

で
、
事
業
費
合
計
は
、
約

５
３
０
０
万
円
だ
。

　
交
付
金
は
半
分
の
２
６

９
０
万
円
を
も
ら
っ
た
。

町
債
の
借
り
入
れ
方
針

返
済
額
を
上
回
ら
ず

問
　町
の
借
金
、
町
債
は

ど
ん
な
状
況
か
。

　
新
た
な
借
り
入
れ
が
、

毎
年
の
返
済
額
を
上
回
ら

な
い
よ
う
に
す
る
方
針
は
、

続
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。

■企■画■財■政■課■長
　
借
り
入

れ
は
、
返
済
額
を
上
回
ら

な
い
よ
う
に
し
て
お
り
、

町
債
残
高
は
減
っ
て
い
る
。

　
町
債
は
、
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
な
が
ら
決
め
て
い
る
。

手
数
料
が
倍
以
上
は
な
ぜ

公
金
支
払
手
数
料
が
増

問
　会
計
管
理
費
で
、
指

定
金
融
機
関
で
あ
る
山
形

銀
行
へ
の
手
数
料
が
、
い

つ
も
の
倍
近
く
に
増
え
て

い
る
が
、
ど
う
し
て
か
。

■会■計■課■長
　
総
務
省
か
ら

令
和
４
年
に
、
公
金
支
払

手
数
料
を
支
払
う
よ
う
に

通
知
が
あ
り
、
令
和
６
年

度
は
10
月
〜
３
月
分
、
平

年
の
半
分
で
１
７
４
万
円

の
支
払
い
が
増
え
た
。

を
積
ん
で
も
ら
う
。

導入された公金収納レジ24時間外トイレが使えるようにしてほしい

遠足でも訪れる児童動物園最近導入された女性に優しいヘアドライヤー LINEリニューアル（河北町HPより）

秋の決算大審査会
質 疑 時 間の 決算審査特別委員会の

質疑を一部紹介します。

動
物
園
運
営
費
応
援
な
ど

新
た
な
ふ
る
さ
と
納
税

商
工
費

ど
ん
が
ホ
ー
ル
外
ト
イ
レ

使
え
る
よ
う
検
討

役
場
に
Ａ
Ｉ
導
入
へ

個
人
情
報
は
扱
わ
な
い

総
務
費

９月11日分９月10日分９月９日分９月８日分

デ
ジ
田
交
付
金
の
交
付
は

事
業
費
の
半
額

Part.1
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問
　定
住
促
進
住
宅
の
部

屋
を
特
別
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
た
め
に
、
２
戸
に

２
０
０
０
万
円
か
け
た
効

果
を
、
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
か
。

　
今
後
は
ど
う
な
る
か
。

■都■市■整■備■課■長
　
１
戸
は
、

隣
の
市
か
ら
４
人
家
族
が

移
住
し
て
き
た
。

　
も
う
１
戸
は
、
こ
の
住

宅
か
ら
町
外
に
出
る
予
定

を
変
更
し
て
も
ら
っ
た
。

　
令
和
７
年
度
は
、
ま
だ

申
し
込
み
が
な
い
。

防
災
行
政
無
線
は

情
報
の
時
間
差
無
く
な
る

問
　防
災
行
政
無
線
か
ら

ク
マ
情
報
を
聞
く
た
め
、

町
民
は
耳
を
そ
ば
だ
て
て

い
る
。

　
更
新
工
事
で
ど
れ
だ
け

聞
き
や
す
く
な
る
の
か
。

　
ク
マ
情
報
を
素
早
く
聞

く
に
は
ど
う
す
る
か
。

■防■災■危■機■管■理■課■長
　
検

証
し
な
が
ら
聞
き
に
く
い

所
を
解
消
す
る
。

　
文
章
を
入
力
し
て
音
声

変
換
し
、
そ
れ
を
そ
の
ま

ま
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
に

流
す
の
で
、
情
報
に
時
間

差
が
な
く
な
る
は
ず
だ
。

水
道
の
有
収
率
下
落

好
ま
し
く
な
い

問
　上
水
道
の
有
収
率
が

前
年
度
に
比
べ
３
・
２
％

も
落
ち
、
81
・
１
％
に
な

っ
て
大
幅
な
下
落
だ
。

　
ど
う
分
析
し
、
対
策
を

考
え
て
い
る
か
。

■上■下■水■道■課■長
　
好
ま
し

く
な
い
数
値
だ
。
令
和
６

年
度
は
、
衛
星
か
ら
の
デ

ー
タ
を
利
用
し
て
、
漏
水

調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
し
っ
か
り
分
析
し
た
い
。

民
生
費
、衛
生
費
、労

働
費
、農
林
水
産
費
、

土
木
費
、消
防
費
、災

害
復
旧
費
な
ど
の
質

疑問
　地
域
公
共
交
通
の
課

題
と
再
構
築
は
。

■生■活■環■境■企■画■主■幹
　
協

議
会
で
は
大
学
の
先
生
、

専
門
家
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

な
ど
に
意
見
を
い
た
だ
き
、

現
状
把
握
や
先
進
地
の
視

察
を
し
て
い
る
が
、
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
の
課
題
が
出

て
き
た
。

遊
休
農
地
の
解
消
へ

新
た
な
耕
作
者
の
紹
介

問
　農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の

効
果
は
ど
う
か
。

■農■林■振■興■課■長
　
農
業
委

員
の
方
々
を
中
心
に
取
り

組
み
、
連
絡
し
て
改
善
を

求
め
遊
休
農
地
が
解
消
さ

れ
る
例
も
あ
る
が
、
残
念

な
が
ら
増
え
て
い
る
。

　
町
外
の
地
権
者
が
多
く
、

耕
作
者
の
紹
介
な
ど
も
す

る
が
、
相
続
放
棄
の
農
地

は
や
っ
か
い
だ
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者
の
減
ど
う
し
て

問
　各
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
数
が
、
い

ず
れ
も
減
っ
て
い
る
の
は
、

ど
う
い
う
状
況
か
。

■こ■ど■も■み■ら■い■課■長
　
あ

い
こ
ど
も
園
で
も
ゼ
ロ
歳

児
受
け
入
れ
開
始
な
ど
、

ゼ
ロ
歳
児
の
受
け
皿
が
広

が
っ
た
た
め
と
見
て
い
る
。

幼
稚
園
や
小
中
学
校
、

公
民
館
、体
育
館
の
運

営
な
ど
教
育
全
般
に

使
う
お
金

問
　谷
地
高
生
に
弁
当
を

安
く
提
供
す
る
楽
弁
支
援

は
、
谷
地
高
生
か
ら
ど
ん

な
評
価
か
。

　
週
に
１
回
か
ら
２
回
以

上
に
増
や
す
、
弁
当
代
に

飲
み
も
の
も
含
め
る
な
ど
、

も
っ
と
支
援
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

■学■校■教■育■課■長
　
楽
弁
支

援
に
つ
い
て
、
谷
地
高
生

に
ア
ン
ケ
ー
ト
で
聞
い
た

と
こ
ろ
、　
週
２
回
に
し

て
ほ
し
い
と
の
意
見
も
あ

っ
た
が
、
弁
当
提
供
の
事

業
所
が
対
応
で
き
な
い
状

況
だ
。

問
　小
学
校
と
中
学
校
は
、

全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
入

っ
て
い
る
。

　
暖
房
に
つ
い
て
も
、
エ

ア
コ
ン
を
優
先
し
て
使
用

し
た
か
。

　
エ
ア
コ
ン
暖
房
は
熱
効

率
が
良
い
の
で
、
燃
料
を

燃
や
す
暖
房
よ
り
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
に
近
づ
く
の
で

は
な
い
か
。

■学■校■教■育■課■長
　
意
識
的

に
エ
ア
コ
ン
暖
房
を
使
っ

て
い
る
か
調
べ
た
い
。

　
今
年
５
月
か
ら
学
校
の

電
力
は
、
水
力
発
電
の
電

力
に
切
り
替
え
て
い
る
。

谷
地
中
部
小
学
区
に

も
う
一
つ
学
童
ク
ラ
ブ
は

問
　学
童
ク
ラ
ブ
は
、
谷

地
中
部
小
学
区
に
１
か
所

増
や
し
た
。

　
そ
れ
で
も
谷
地
中
部
小

学
区
は
、
子
ど
も
の
人
数

比
で
他
の
半
分
く
ら
い
だ
。

　
施
設
の
ほ
か
指
導
員
も

必
要
で
、
町
と
し
て
対
応

が
必
要
で
は
な
い
か
。

■学■校■教■育■課■長
　
今
の
ま

ま
で
良
い
と
考
え
て
い
る
。

谷地中部小学区のちびっこ放課後学童クラブ

すべての教室にエアコンが設置されています

よく利用されている子育て支援センター

地域公共交通の充実を

谷地高で昼食支援の楽弁

秋の決算大審査会
質 疑 時 間 Part.1の

定
住
促
進
住
宅
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
効
果
は

そ
の
他

谷
地
高
の
楽
弁
支
援

も
っ
と
充
実
を

教
育
費

学
校
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

エ
ア
コ
ン
優
先
の
暖
房
を

地
域
公
共
交
通
の

再
構
築
ど
う
取
り
組
む

決算審査特別委員会の
質疑を一部紹介します。 ９月11日分９月10日分９月９日分９月８日分

令和7年10月　かほく議会だより　第129号（6）（7）かほく議会だより

質 疑 の 時 間 質 疑 の 時 間



951万円951万円 819万円819万円

89万円89万円 600万円600万円

町営路線バス
老朽化に伴う車両1台の更新費用

コロナワクチンの定期接種
対象：65歳以上の高齢者ほか

部活動地域移行実証事業
学校休日時は地域展開クラブが代わりに活動

農林水産物等災害対策事業
高温、少雨に対する緊急支援

297万円297万円 723万円723万円

136万円136万円 1億7175万円1億7175万円

クリーンピア共立
令和6年度河北町の負担金

花ノ木工業団地の分譲
技研㈱へ分譲 用地取得額の２割補助

河北中央公園トイレの改修
中央公園トイレの一部を和式から洋式に改修

　路線バスは、町民の足になり得るものでイ
ンフラの一部だと思う。
　特に運転免許を返納された高齢者の方が
困らないよう、積極的に対応はするべきだ。

べにのすけタクシー利用助成
利用者拡大に伴う不足分の費用増額

阿
部 

征
史
さ
ん（
前
西
）

阿
部 

征
史
さ
ん（
前
西
）

　部活動地域移行をきっかけに、町内のス
ポーツ施設は町民の方が優遇される、町民
ファースト的な貸与方法にしてほしい。

布
川
さ
ん
親
子（
要
害
）

布
川
さ
ん
親
子（
要
害
）

高温、少雨による農作物への影響を考慮

緊急支援が　　　　
議会

ダイジェスト
今回議決された案件等の一部を紹介します

令和7年10月　かほく議会だより　第129号（8）（9）かほく議会だより

議会ダイジェスト 議会ダイジェスト



問
　町
営
路
線
バ
ス
の
更

新
の
理
由
は
。

■生■活■環■境■企■画■主■幹
　
更

新
対
象
の
バ
ス
の
初
年
度

登
録
は
、
平
成
15
年
で
今

年
で
22
年
目
と
な
り
、
年

数
が
多
く
、
走
行
距
離
は
、

44
万
７
０
０
０
キ
ロ
と
か

な
り
の
距
離
と
な
る
。

　
現
在
ま
で
、
不
具
合
の

修
繕
を
繰
り
返
し
な
が
ら

走
行
し
て
き
た
が
、
経
年

劣
化
に
よ
る
不
具
合
も
多

く
出
て
い
る
の
で
、
安
全

性
を
考
慮
し
て
更
新
す
る

こ
と
に
し
た
。

問
　更
新
す
る
町
営
路
線

バ
ス
は
高
齢
者
が
利
用
し

や
す
い
仕
様
か
。

■生■活■環■境■企■画■主■幹
　
更

新
す
る
予
定
の
町
営
路
線

バ
ス
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

シ
ー
と
同
じ
仕
様
で
、
運

転
手
を
除
き
、
９
名
が
乗

車
可
能
。

　
ド
ア
の
開
閉
時
に
、
ド

ア
の
下
部
に
ス
テ
ッ
プ
が

稼
働
し
、
乗
降
車
が
楽
に

な
る
。

　
令
和
７
年
度
内
に
購
入

し
、
べ
に
の
す
け
な
ど
の

ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
準
備
を
し

て
、
令
和
８
年
４
月
か
ら

の
運
用
が
で
き
る
よ
う
に

計
画
し
て
い
る
。

特
定
検
診
や
予
防
接

種
な
ど
の
保
健
衛
生

費
、ご
み
や
し
尿
処
理

な
ど
、安
全
で
衛
生
的

な
生
活
の
た
め
に
つ

か
う
お
金

道
路
、橋
り
ょ
う
や
公

園
の
整
備
運
営
、町
営

住
宅
な
ど
都
市
計
画

事
業
な
ど
に
使
う
お

金問
　産
後
ケ
ア
委
託
料
の

内
容
は
。

　ま
た
、
産
後
ケ
ア
事
業

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き

て
い
る
の
か
。

■こ■ど■も■み■ら■い■課■長
　
産

後
ケ
ア
事
業
は
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
型
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
型
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

型
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
医
療
機
関
と
契
約
を
し

て
行
っ
て
い
る
。

　
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の

執
行
額
と
予
約
分
で
予
算

額
の
50
％
と
な
り
、
産
後

ケ
ア
事
業
へ
の
需
要
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
。

新
型
のコロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
は

問
　新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
対
象
者
な
ど
は
。

■健■康■福■祉■課■長
　
令
和
５

年
５
月
か
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
法
的
に

５
類
と
位
置
付
け
ら
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は

定
期
接
種
と
さ
れ
た
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、

・
65
歳
以
上
の
方

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
系

の
障
が
い
の
方
、
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
機
能
の
障
が
い
の
方
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方
。

　
想
定
し
て
い
る
対
象
者

数
は
、
１
０
５
０
名
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
接
種
期
間
は
、
10
月
１

日
か
ら
令
和
８
年
１
月
31

日
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　べ
に
花
温
泉
ひ
な
の

湯
の
新
た
な
源
泉
の
掘
削

場
所
は
。

■商■工■観■光■課■長
　
ひ
な
の

湯
付
近
の
５
か
所
を
調
査

し
た
結
果
、
い
ず
れ
の
場

所
も
湯
量
、
泉
質
と
も
十

分
な
基
準
と
い
う
結
果
と

い
う
こ
と
か
ら
、
ひ
な
の

湯
の
敷
地
内
で
決
定
。

　
掘
削
の
許
可
申
請
を
し

て
令
和
７
年
度
中
に
許
可

が
下
り
れ
ば
、
令
和
８
年

度
に
も
着
工
に
入
り
た
い
。

　
掘
削
方
法
に
は
、
複
数

の
工
法
が
あ
り
、
ど
の
工

法
を
選
択
す
る
か
に
よ
っ

て
は
、
完
成
ま
で
の
工
期

が
異
な
る
の
で
、
今
後
、

検
討
し
て
い
く
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
令
和

９
年
度
に
は
、
設
備
に
つ

な
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
想
定
し
て
い
る
。

問
　柏
川
排
水
対
策
の
調

査
業
務
と
は
何
か
。

　ま
た
、
築
堤
が
完
成
す

る
前
の
段
階
で
の
内
水
対

策
も
同
時
に
進
め
る
の
か
。

　さ
ら
に
、
国
と
協
議
し

て
設
備
の
形
状
を
変
更
す

る
可
能
性
は
。

■都■市■整■備■課■長
　
現
在
、

国
土
交
通
省
が
実
施
し
て

い
る
溝
延
の
築
堤
が
完
成

し
た
際
の
、
柏
川
の
内
水

対
策
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
設
備
が
必
要
か
を
調
査

す
る
。

　
議
会
終
了
後
、
早
急
に

発
注
し
、
令
和
７
年
末
を

目
標
に
調
査
を
終
了
し
、

令
和
８
年
度
の
予
算
に
反

映
さ
せ
た
い
。

　
国
土
交
通
省
が
実
施
し

て
い
る
築
堤
工
事
は
、
令

和
９
年
度
に
完
了
予
定
だ

が
、
令
和
８
年
度
に
は
、

あ
る
程
度
、
築
堤
の
形
は

で
き
て
い
る
と
の
こ
と
な

の
で
、
そ
れ
に
間
に
合
う

よ
う
に
計
画
し
て
い
る
。

　現
状
で
は
考
え
て
い
な

い
が
、
調
査
結
果
次
第
で

は
、
国
と
協
議
さ
せ
て
も

ら
う
。

用
地
購
入
額
の２割

を
補
助

問
　企
業
立
地
促
進
補
助

金
の
内
容
は
。

■商■工■観■光■課■長
　
花
ノ
木

工
業
団
地
に
新
た
に
用
地

を
購
入
し
た
企
業
に
、
用

地
購
入
額
の
２
割
を
補
助

す
る
も
の
。

　
購
入
面
積
は
、
８
０
６

３
平
方
メ
ー
ト
ル
。

商
工
業
や
観
光
振
興

に
使
う
お
金

現状の源泉の調査作業

産後ケアの充実を

乗降ステップがつく町営路線バス 柏川と管理道路の交点に設置されたゲート

９月定例会の補正予算
質 疑 時 間 Part.2の

高
齢
者
に
優
し
い

路
線
バ
ス
に
更
新

衛
生
費

土
木
費

高
ま
る
産
後
ケ
ア

事
業
へ
の
期
待

い
ち
は
や
く
ひ
な
の
湯
の

新
た
な
源
泉
掘
削
を

し
っ
か
り
と
し
た

柏
川
の
内
水
対
策
を

本定例会の議決案件での
質疑内容を一部紹介します。 ９月11日分

商
工
費

令和7年10月　かほく議会だより　第129号（10）（11）かほく議会だより

質 疑 の 時 間 質 疑 の 時 間



グ
を
図
り
、
魅
力
発
信
を

強
化
し
た
結
果
、
来
園
者

は
大
幅
に
増
加
、
増
加
し

た
こ
と
に
よ
る
波
及
効
果

は
経
済
活
性
化
、
賑
わ
い

づ
く
り
に
多
大
な
影
響
を

与
え
、
高
く
評
価
す
る
。

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　
押
切
地
区
へ
の
排
水
処

理
施
設
の
整
備
、
槇
川
流

域
で
の
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取

り
組
み
は
町
民
の
安
心
安

全
の
基
盤
づ
く
り
を
推
進
、

空
き
家
も
一
元
管
理
し
適

正
な
管
理
、
利
活
用
や
相

続
手
続
き
に
も
力
を
入
れ
、

減
少
が
み
ら
れ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

　
約
14
億
１
０
０
０
万
円

の
寄
付
を
い
た
だ
き
各
種

事
業
に
有
効
活
用
さ
れ
て

い
る
。
今
後
も
寄
付
を
継

続
い
た
だ
く
よ
う
、
魅
力

向
上
や
返
礼
品
充
実
に
取

り
組
む
こ
と
を
希
求
す
る
。

　
以
上
決
算
に
賛
成
す
る
。

く
ら
し
の
応
援
に
よ
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
人
口
減
少
対
策
と
し
て

定
住
促
進
住
宅
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
工
事
、
交
通

ア
ク
セ
ス
の
不
便
さ
解
消

と
公
共
交
通
計
画
の
着
手

は
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

　
旧
町
民
プ
ー
ル
跡
地
を

活
用
の
住
宅
開
発
は
早
急

に
移
住
定
住
者
へ
の
促
進

を
図
る
た
め
に
ス
ム
ー
ズ

な
事
業
展
開
を
期
待
す
る
。

オ
ー
ル
か
ほ
く
で子育

て
支
援

　
切
れ
目
な
く
、
漏
れ
な

く
子
育
て
を
行
う
た
め
経

済
的
支
援
の
充
実
と
、
積

極
的
な
相
談
支
援
を
行
っ

た
こ
と
は
町
全
体
で
子
育

て
に
取
り
組
む
意
欲
が
見

ら
れ
て
い
る
。

賑
わ
い
づ
く
り
産
業
振
興

　
児
童
動
物
園
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け

た
整
備
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

ど
し
て
進
め
て
お
り
、
と

て
も
問
題
だ
。

も
っ
と
産
業
お
こ
し
を

　
起
業
支
援
の
制
度
が
別

途
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
活

用
が
な
く
残
念
だ
。

産
直
と
一
体
の

道
の
駅
検
討
開
始
を

　
道
の
駅
は
、
新
し
い
指

定
管
理
者
は
が
ん
ば
っ
て

い
る
が
、
産
直
と
道
の
駅

を
一
緒
に
し
た
集
客
力
倍

増
の
道
の
駅
の
、
検
討
を

開
始
す
べ
き
だ
。

　
い
わ
ゆ
る
農
商
工
連
携

は
、
具
体
化
が
な
い
の
が

残
念
だ
。

　
ど
ん
が
ホ
ー
ル
や
町
立

図
書
館
な
ど
の
指
定
管
理

料
は
、
正
当
な
人
件
費
を

支
払
え
る
金
額
と
し
て
は
、

ま
だ
ま
だ
不
十
分
だ
。

　
以
上
、
お
も
な
問
題
を

指
摘
し
て
、
こ
の
決
算
に

反
対
す
る
。

水
力
電
力
の
活
用
は
評
価

　
役
場
庁
舎
の
電
力
を
水

力
発
電
電
力
に
切
り
替
え
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
し
た
こ

と
は
評
価
す
る
。

　
溝
延
集
落
か
ら
の
雨
水

な
ど
を
、
排
水
す
る
計
画

づ
く
り
が
動
き
出
し
た
。

教
育
の
充
実
も
っ
と
必
要

　
心
に
届
く
子
育
て
支
援

と
、
学
校
に
行
き
た
く
な

る
教
育
環
境
の
充
実
・
強

化
は
も
っ
と
必
要
だ
。

学
童
保
育
は
充
実
を

　
谷
地
中
部
小
学
区
の
学

童
保
育
は
他
学
区
の
約
半

分
で
、
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え

て
い
な
い
。

　
町
人
材
育
成
奨
学
金
は
、

自
慢
で
き
る
給
付
型
だ
っ

た
が
内
容
変
更
は
残
念
。

小
中
一
貫
校
と
て
も
問
題

　
小
中
一
貫
校
は
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
否
定

的
な
意
見
を
無
視
す
る
な

令和7年度河北町一般会計第3回補正予算
歳入歳出それぞれ1億849万円を増額、歳入歳出の総額は109億4640万円
令和7年度河北町国民健康保険特別会計第1回補正予算
歳入歳出それぞれ1134万円を増額、歳入歳出の総額は19億5762万円
国保連合会から受領した交付金を県に支出するための返還金の増額など
令和7年度河北町介護保険特別会計第1回補正予算
歳入歳出それぞれ2152万円を増額、歳入歳出の総額は25億3842万円
介護給付費国庫負担金、および諸交付金の清算のための返還金の増額など
令和7年度河北町水道事業会計第1回補正予算
収益的収入の予定額を8万円増額、水道事業収益を5億182万円
資本的支出の予定額を708万円増額、資本的支出を1億5992万円
河北町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の設定
子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律により、児童福祉法が一部改正さ
れたことに伴い、基準を定める必要が生じた
河北町議会議員及び河北町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例
の一部を改正する条例の制定
公選法の一部を改正する政令の施行に伴い、条例の一部を改正する必要が生じた
河北町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例の設定
地方公務員の育児休業に関する法律の一部を改正する法律が公布されたことに
伴い、条例の一部を改正する必要が生じた
河北町下水道条例等の一部を改正する条例の設定
災害時に給排水設備等の早期復旧を図るため、他の市町村長の指定を受けた指定
工事店による工事を可能とするため、条例の一部を改正する必要が生じた
人権擁護委員の候補者の推薦
人権擁護委員　安部弘子氏が令和7年12月31日に任期満了になるため、後任と
して　板坂明志氏を適任と認め、提案
河北町教育委員会委員の任命
令和7年9月30日に任期満了となる河北町教育委員会委員　槇ふみえ氏を引き
続き河北町教育委員会委員として任命
河北町農業委員会委員の任命
安部敏明氏(谷地)　大崎頼子氏(溝延)　太田朝美氏(谷地)　　奥山喜幸氏(元泉）
押野利浩氏(溝延)　木嶋啓治氏(谷地)　後藤登美夫氏(西里)　後藤慶治氏(溝延)
田川和美氏(北谷地)　逸見三和子氏(西里)　吉田　誠氏(谷地)　適任者と認める
河北町農業委員会委員の任命
岸　康彦氏(北谷地)　適任者と認める
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可決

可決

認定

認定

認定

認定

認定

可決
認定

可決
認定

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

同意

同意

同意

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）
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一目でわかる議員の賛否一覧

河北町総合交流センターサハトべに花冷温水発生機等更新工事請負契約の締結
一般競争入札の結果、山形空調株式会社　齋藤吉男と1億3860万円で契約
工期は、令和8年3月23日まで
災害用自動ラップ式トイレの取得
指名競争入札の結果、日本防災工業株式会社　濱田善弘と1173万円で契約
購入セット数は30セット　納入期限は、令和8年3月19日まで
災害備蓄品の取得
指名競争入札の結果、日本防災工業株式会社　濱田善弘と2758万円で契約
避難用テント900台、避難ベッド1500台　納入期限は、令和8年3月19日まで
令和６年度河北町一般会計歳入歳出決算認定
歳入総額113億7867万円、歳出総額110億6761万円　繰越明許費2698万円
財政調整基金への2億3000万円を除く、5407万円を令和7年度に繰り越す
令和６年度河北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
歳入総額18億9706万円、歳出総額18億3348万円
国民健康保険基金に5200万円を積立、1158万円を令和7年度に繰り越す
令和６年度河北町西里財産区特別会計歳入歳出決算認定
歳入総額60万円、歳出総額35万円　25万円を令和7年度に繰り越す
山検分や下刈作業など、山林保全活動を実施
令和6年度河北町介護保険特別会計歳入歳出決算認定
歳入総額24億5465万円、歳出総額24億1055万円、歳入歳出差引額4409万円
介護給付費準備基金に2257万円を積立、2152万円を令和7年度に繰り越す
令和6年度河北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
歳入総額3億957万円、歳出総額3億403万円、歳入歳出差引額553万円
歳入歳出差引額は、全額令和7年度に繰り越す
令和6年度河北町水道事業会計の剰余金処分及び決算認定
剰余金の総額は5081万円、減債積立金に1189万円、建設改良積立金に1000万
円をそれぞれ積み立て、資本金に2891万円を組み入れる
令和6年度河北町下水道事業会計の剰余金処分及び決算認定
剰余金の総額は1484万円　全額を利益積立金に積み立てる

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）
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友
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（議長は採決には加わりません）
賛成…〇　反対または棄権…●　欠席…欠

臨
時
会

条
　
例

人
　
事

補
正
予
算

令
和
６
年
度
決
算

無記名投票により　賛成12票：反対1票

賛
成
討
論

奥
山
　英
幸

反
対
討
論

木
村
　章
一

令
和
６
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
で
熱
烈
討
論

令和7年10月　かほく議会だより　第129号（12）（13）かほく議会だより

議員の賛否一覧 議員の賛否一覧



一般質問とは、町長などの執行機関に対し、事務の執行状況や
将来の方針などについて、議員個人として問いただすことです。

吉田　芳美 議員
　①どうなる県立河北病院の跡地活用、町は県と連携して発展するまちづくりを
　②学校給食の(残渣)食べ残しについて
　③令和７年度 河北町産さくらんぼ「記録的な大凶作」について

林　　　智 議員
　①町の危機管理体制について
　②農業用水路（谷地堰）の冬場の地域用水としての活用について

奥山　英幸 議員
　①山形県立谷地高等学校について
　②河北町児童動物園について
　③町長のトップセールスについて

漆山　光春 議員
　①「谷地高校魅力化」の取組みへの支援について
　②認知症の人が暮らしやすい地域づくりについて

佐藤　修二 議員
　①第８次総合計画後期見直しについて

木村　章一 議員
　①小中一貫校と小学校統合は財政的に無理がある。統合しない環境が良いのでは
　②救急医療体制の課題を、緊急に改善していく対策と見通しはどうか
　③全ての町民がエアコンを使える環境に町は設置支援をすべきではないか
　④クマ被害対策として、町として対応策を備え町民に示すべきではないか

問
　新
病
院
が
完
成
し
た

後
、
町
と
寒
河
江
市
間
の

通
院
手
段
を
、
高
齢
者
は

大
変
不
安
視
し
て
い
る
。

■町■長
　
町
民
の
新
病
院
ま

で
の
移
動
手
段
の
確
保
は
、

最
重
要
課
題
で
取
り
組
む
。

問
　６
年
後
に
人
・
物
・

金
が
離
れ
、
町
の
経
済
が

一
気
に
衰
退
し
か
ね
な
い
。

　
河
北
病
院
の
跡
地
活
用

計
画
を
県
に
確
認
す
べ
き
。

　
跡
地
は
町
づ
く
り
に
欠

か
せ
な
い
場
所
。
県
意
向

と
連
携
の
中
で
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
べ
き
だ
。

■町■長
　
市
街
地
活
性
化
の

観
点
か
ら
も
重
要
と
認
識
。

　
県
検
討
が
基
本
だ
が
適

宣
県
と
意
見
交
換
を
図
る
。

給
食
食
べ
残
し
と

食
材
高
騰
の
影
響
は

問
　小
中
児
童
に
一
日
１

３
５
０
人
分
の
給
食
が
提

供
さ
れ
て
い
る
。

　
給
食
費
は
全
額
無
償
化
、

町
の
財
政
負
担
を
抑
え
て

残
渣
縮
小
へ
。
廃
棄
量
と

物
価
高
騰
の
影
響
度
は
。

■町■長
　
食
べ
残
し
５
ｔ
で

調
理
残
渣
11
・
５
ｔ
だ
。

　
全
体
廃
棄
は
16
・
５
ｔ

で
廃
棄
経
費
は
55
万
円
だ
。

　
食
材
高
騰
は
補
正
予
算

分
と
創
意
工
夫
で
提
供
中

だ
。

令
和
７
年
産
さ
く
ら
ん
ぼ

記
録
的
な
大
凶
作

問
　結
実
不
良
で
収
穫
減

被
害
の
実
態
は
ど
う
か
。

■町■長
　
Ｊ
Ａ
出
荷
実
績
で

産
出
量
１
０
８
ｔ
で
出
価

額
は
４
億
３
百
万
円
だ
。

　
不
作
の
令
和
６
年
度
よ

り
減
少
で
過
去
最
低
だ
。

問
　公
共
施
設
の
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の

か
。■町■長

　
状
況
に
応
じ
た
対

応
が
必
要
で
あ
り
、
利
用

者
と
職
員
の
安
全
の
た
め

に
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応

に
努
め
る
。

町
民
は
驚
き
と
不
安
で

い
っ
ぱ
い
だ

問
　今
後
ク
マ
等
の
出
没

情
報
が
あ
っ
た
場
合
の
対

応
・
制
限
の
検
討
は
。

■町■長
　
関
係
機
関
と
連
携

し
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

問
　通
知
が
届
か
な
い
方

へ
の
周
知
は
。

■町■長
　
防
災
行
政
無
線
や

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
情

報
提
供
を
主
体
と
し
つ
つ

様
々
な
手
段
を
組
み
合
わ

せ
対
応
す
る
。

問
　ク
マ
出
没
時
の
対
応

組
織
と
指
揮
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

■町■長
　
現
場
指
揮
は
警
察

か
ら
の
助
言
を
も
と
に
対

応
す
る
と
共
に
、
関
係
機

関
と
協
力
し
て
行
う
。

生
活
用
水
や

融
雪
用
水
の
確
保
を

問
　用
水
路
の
通
水
を
続

け
る
た
め
に
何
が
重
要
か
。

■町■長
　
水
路
の
容
量
を
超

え
た
雪
の
投
入
を
行
わ
な

い
な
ど
、
規
則
を
守
り
適

切
な
雪
の
投
入
に
努
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
、
重
要

と
考
え
る
。

議員が一般質問 町政へ政策提言６６
P15

P16

P17

あなたはどの質問に共感しますか。

新
病
院
へ
の

交
通
手
段
と
跡
地
活
用
は

関
係
機
関
と
の
協
議

県
の
検
討
を
注
視

吉田 芳美  議員2025どんが祭り(燃える旭若) 若者定着の町づくりを

市
街
地
に
ク
マ
出
没

安
全
対
策
は

県
の
対
応
指
針
を
参
考
に対応

す
る

林 智  議員9月15日現在の市街地で熊が目撃された地点

一　般　質　問

令和7年10月　かほく議会だより　第129号（14）（15）かほく議会だより

一　般　質　問



問
　
計
画
で
は
令
和
12
年

に
１
万
６
６
０
０
人
だ
が

す
で
に
５
年
前
な
が
ら
１

万
６
０
０
０
人
台
に
な
っ

て
い
る
。
後
期
計
画
を
大

幅
に
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

■町■長
　
大
変
重
要
な
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
リ
ス
ク
の
高
い
妊
婦

が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
正
し
い
知
識
や
習
慣
を

身
に
付
け
、
妊
娠
前
に
リ

ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
健

や
か
な
妊
娠
出
産
や
赤

ち
ゃ
ん
の
健
康
に
繋
が
る

こ
と
か
ら
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
ケ
ア
は
重
要
と
思

う
が
。

■町■長
　
健
康
な
妊
娠
と
出

産
の
知
識
の
深
化
に
重
点

的
に
取
り
組
む
。

問
　
未
熟
児
養
育
医
療
給

付
制
度
を
導
入
し
て
は
。

■町■長
　
入
院
養
育
乳
児
に

給
付
を
行
い
安
心
し
て
出

産
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ

て
い
る
。

問
　
出
生
率
が
目
標
の

１
・
71
に
対
し
実
績
値
は

１
・
07
だ
。
妊
婦
支
援
給

付
金
を
２
人
目
は
20
万
円

に
３
人
目
は
30
万
円
に
拡

充
す
べ
き
だ
。
出
生
率
を

あ
げ
た
町
も
あ
る
。

■町■長
　
出
生
時
に
10
万
円
、

小
・
中
・
高
校
時
に
５
万

円
を
給
付
し
て
い
る
。

問
　
受
診
や
陣
痛
時
の
通

院
、
妊
娠
出
産
に
か
か
る

入
退
院
等
に
タ
ク
シ
ー
助

成
制
度
を
導
入
し
て
は
。

■町■長
　
課
題
を
整
理
し
研

究
検
討
を
行
う
。

学
校
統
合
は
無
理
あ
り

問
　
学
校
統
合
は
教
育
的

に
も
、
地
域
お
こ
し
で
も
、

町
の
財
政
的
に
も
無
理
が

あ
る
。
具
体
的
な
学
校
建

設
費
示
し
検
討
す
べ
き
。

■町■長
　
今
後
、
具
体
的
な

建
設
地
や
整
備
の
概
算
費

用
、
町
の
財
政
状
況
や
財

政
見
通
し
を
示
し
て
検
討

を
進
め
る
。

救
急
体
制
の
緊
急
改
善
を

問
　
救
急
医
療
体
制
を
、

緊
急
に
改
善
し
て
い
く
対

策
と
見
通
し
は
ど
う
か
。

■町■長
　
総
合
診
療
医
の
配

置
、
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

の
導
入
な
ど
期
待
で
き
る
。

エ
ア
コ
ン
設
置
の
支
援
を

具
体
的
に
検
討
す
る

問
　
熱
中
症
患
者
を
出
さ

な
い
た
め
、
す
べ
て
の
町

民
が
適
切
に
エ
ア
コ
ン
を

使
え
る
環
境
に
な
る
よ
う
、

町
が
エ
ア
コ
ン
設
置
の
支

援
を
す
べ
き
だ
。

■町■長
　
エ
ア
コ
ン
設
置
の

支
援
は
、
具
体
的
に
検
討

し
て
い
く
。

習
性
把
握
し
ク
マ
対
策
を

問
　
ク
マ
対
策
は
、
ク
マ

の
習
性
を
把
握
し
、
住
宅

地
に
侵
入
さ
せ
な
い
な
ど
、

し
っ
か
り
対
策
を
。

■町■長
　
ク
マ
が
ど
の
よ
う

に
市
街
地
に
来
た
の
か
わ

か
ら
な
い
の
で
、
研
修
会

参
加
や
先
進
事
例
を
参
考

に
、
侵
入
さ
せ
な
い
対
策

を
検
討
す
る
。

問
　
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
の

一
つ
で
あ
る
河
北
町
児
童

動
物
園
と
連
携
、
動
物
園

部
の
設
立
を
促
し
、
特
色

あ
る
学
校
の
運
営
が
受
験

者
確
保
に
有
効
と
考
え
る

が
見
解
は
。

■町■長
　
動
物
園
部
の
設
立

は
、
特
色
と
な
る
活
動
に

な
り
得
る
も
の
で
、
魅
力

向
上
の
提
案
と
し
て
、
学

校
側
に
つ
な
げ
る
。

来
園
者
数
が
大
幅
に
増
加

問
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
児
童
動
物
園
の

来
園
者
数
へ
の
影
響
や
経

済
活
性
化
の
効
果
は
。

■町■長
　
昨
年
度
同
時
期
は
、

工
事
改
修
の
影
響
で
来
園

者
が
極
端
に
少
な
い
こ
と

か
ら
、
令
和
５
年
度
と
比

較
、
約
２
・
７
倍
に
来
園

者
が
増
加
し
て
い
る
。

　
経
済
活
性
化
も
効
果
が

あ
る
と
捉
え
て
お
り
、
更

な
る
研
究
、
検
討
を
行
う
。

今
後
も
先
頭
に
立
ち

対
応
し
て
い
く

問
　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

行
っ
た
効
果
と
課
題
は
。

■町■長
　
意
気
込
み
の
強
さ

を
表
す
効
果
が
あ
る
と
思

う
が
、
具
体
的
な
数
字
に

表
せ
る
も
の
は
な
い
。

　
何
よ
り
も
関
係
者
と
の

太
い
パ
イ
プ
作
り
が
重
要

で
あ
り
、
今
後
も
先
頭
に

立
ち
対
応
し
て
い
く
。

問
　
谷
地
高
校
の
県
外
留

学
生
受
け
入
れ
に
対
す
る

新
た
な
支
援
策
は
。

■町■長
　
一
般
財
団
法
人
が

運
営
す
る
地
域
み
ら
い
留

学
事
業
に
来
年
度
か
ら
の

参
画
を
模
索
し
て
い
る
。

問
　
持
続
可
能
な
高
校
と

魅
力
化
を
目
指
す
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
は

ど
う
か
。

■町■長
　
谷
地
高
校
で
は
、

来
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
を

検
討
し
て
い
る
。

認
知
症
の
人
が

暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

問
　
認
知
症
を
理
解
す
る

取
り
組
み
は
。

■町■長
　
町
民
、
小
学
生
５
、

６
年
生
が
知
識
や
接
し
方

を
習
得
す
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
毎

年
実
施
し
て
い
る
。

問
　
早
期
発
見
は
ど
う
か
。

■町■長
　
人
間
ド
ッ
ク
や

高
齢
者
の
居
場
所
で
認
知

機
能
の
あ
る
質
問
票
を
活

用
し
て
い
る
。

問
　
認
知
症
の
人
に
対
す

る
適
切
な
接
し
方
を
身
に

付
け
る
「
見
る
」
「
話

す
」
等
の
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
技
法
を
普
及
す
べ
き
だ
。

■町■長
　
認
知
症
の
方
の
精

神
的
な
安
定
な
ど
、
介
護

負
担
の
軽
減
が
期
待
で
き
、

町
民
へ
技
法
を
知
ら
せ
て

い
く
。

８
次
計
画
人
口
減
少
は

大
幅
に
見
直
せ

重
大
な
課
題
と
認
識

佐藤 修二  議員

学
校
統
合
は

財
政
的
に
も
無
理
あ
り

今
後 

費
用
や
財
政見

通
し
を
示
す

木村 章一  議員

クマの習性を把握して
住宅地侵入対策を

動
物
園
部
設
立
で

谷
地
高
受
験
者
増
へ

魅
力
向
上
の
提
案
と
し

学
校
へ
つ
な
ぐ

奥山 英幸  議員
動物園と谷地高の連携で
受験者からの注目を

健やかな妊娠出産のために

高
校
魅
力
化
と

地
域
留
学
の
推
進
を

地
域
み
ら
い
留
学
に加

入
を
模
索

漆山 光春 議員探求実践プロジェクトで酒づくり（谷地高ニュースより）
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ニ
ー
ズ
の
反
映

必
要
性
が
重
要

　
自
治
体
予
算
を
考
え
る

市
町
村
議
会
議
員
研
修
で
、

予
算
の
考
え
方
等
に
つ
い

て
受
講
し
て
き
ま
し
た
。

歳
出
に
関
す
る基

本
原
則

①
住
民
の
ニ
ー
ズ
の
反
映

　
・
地
域
課
題
へ
の
対
応

②
事
業
の
必
要
性
、
費
用

　
対
効
果

③
行
政
改
革
の
視
点

④
次
年
度
以
降
の
展
開
の

　
考
慮

⑤
合
理
的
経
費
の
見
積
り

　
な
ど
が
重
要
で
、
し
っ

か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き

ま
す
。

普
段
使
い
も
で
き
る

自
己
完
結
型
水
洗
ト
イ
レ

　
東
京
都
江
戸
川
区
に
設

置
し
て
あ
る
こ
の
ト
イ
レ

は
１
つ
の
コ
ン
テ
ナ
の
中

に
ト
イ
レ
個
室
と
浄
化
槽

シ
ス
テ
ム
や
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
を
備
え
て
お
り
、
上

下
水
道
と
の
接
続
や
電
力

の
引
込
を
行
う
こ
と
な
く

利
用
で
き
ま
す
。

　
江
戸
川
区
で
は
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
施
策
や
災
害

対
策
に
向
け
て
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　
災
害
時
等
に
は
避
難
所

等
必
要
な
場
所
に
、
ク

レ
ー
ン
等
で
移
動
さ
せ
利

用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
普
段
使
い
も
で
き
る
災

害
対
応
設
備
と
し
て
、
ま

た
、
近
隣
自
治
体
と
の
広

域
連
携
対
策
用
と
し
て
検

討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

　
丹
野
貞
子
河
北
町
議
会
議

長
が
、
村
山
地
方
町
村
議
会

議
長
会
（
会
長
）、
山
形
県

町
村
議
会
議
長
会
（
会
長
）、

全
国
豪
雪
地
帯
町
村
議
会
議

長
会
（
会
長
）
の
３
つ
の
会

長
職
に
就
任
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
２
年
間
の
任
期
満
了

を
向
か
え
、
こ
の
６
月
に
役

職
を
退
任
し
ま
し
た
。

　
在
任
中
の
功
績
が
評
価
さ

れ
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会

会
長
よ
り
感
謝
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。 

町
民
の
皆
様
と

共
に
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

河
北
町
へ
の
移
住
理
由
は

　
寒
河
江
市
か
ら
主
人
と

当
時
生
後
２
ヵ
月
の
娘
と

３
人
で
、
令
和
５
年
８
月

に
移
住
し
ま
し
た
。
町
の

子
育
て
環
境
と
支
援
制
度
、

地
域
医
療
も
し
っ
か
り
し

て
い
る
こ
と
が
理
由
で
す
。

寒
河
江
の
ア
パ
ー
ト
に
住

ん
で
い
た
の
で
す
が
、
家

賃
を
考
え
る
と
自
分
達
の

家
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
条
件
は
、
１
軒
家

の
購
入
、
子
ど
も
が
遊
べ

る
庭
つ
き
住
宅
が
い
い

な
ぁ
と
思
い
探
し
た
と
こ

ろ
、
溝
延
出
身
の
不
動
産

屋
さ
ん
の
紹
介
で
、
ひ
な

の
湯
へ
徒
歩
数
分
の
新
築

住
宅
を
見
て
決
め
ま
し
た
。

町
か
ら
の
移
住
に
伴
う
支

援
金
は
生
活
の
支
え
に
な

り
ま
し
た
。

庭
つ
き
住
宅
を

希
望
し
た
理
由
は

　
子
供
が
遊
ん
だ
り
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
し
た
り
、
自
分

の
職
場
が
園
芸
会
社
と
言

う
こ
と
も
あ
り
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が

出
来
る
の
も
魅
力
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん

主
人
も
キ
ャ
ン
プ
、
ド
ラ

イ
ブ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
が
大
好
き
の
ア
ウ
ト
ド

ア
派
で
す
。

ひ
か
り
幼
稚
園
は

楽
し
い
で
す
か

　
幼
稚
園
の
お
姉
ち
ゃ
ん

お
兄
ち
ゃ
ん
に
面
倒
み
て

も
ら
っ
た
り
、
仲
良
く
い

ろ
ん
な
遊
び
を
し
た
り
、

ま
た
自
分
よ
り
下
の
子
の

面
倒
を
み
た
り
と
毎
日
楽

し
ん
で
い
る
み
た
い
で
す
。

近
く
の
ひ
な
の
湯

ひ
な
産
直
は
ど
う
で
す
か

　
ひ
な
の
湯
に
は
移
住
前

に
何
回
か
行
き
ま
し
た
。

　
移
住
後
も
休
み
の
時
は
、

日
々
の
疲
れ
を
温
泉
で
癒

や
し
て
い
ま
す
。
ひ
な
産

直
も
季
節
毎
の
旬
の
果
物

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

町
へ
の
要
望
は

　
現
状
で
満
足
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
っ

と
よ
り
良
い
町
に
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

議
会（
議
員
）に望む

こ
と
は

■田■宮■さ■ん
　
議
論
を
す
る

場
だ
と
思
う
の
で
す
が
、

た
だ
の
会
話
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
み
ん
な
で
議
論
が
で
き

た
ら
良
い
の
か
な
と
思
い

ま
す
。

■太■田■さ■ん
　
も
っ
と
活
発

に
い
ろ
ん
な
人
が
意
見
を

言
え
る
よ
う
に
な
る
と
良

い
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
ご
意
見
は

■田■宮■さ■ん
　
議
会
を
傍
聴

す
る
こ
と
で
、
自
分
の
視

野
の
狭
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
今
後
は
議
会
情
報
を

積
極
的
に
学
び
、
参
加
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

■太■田■さ■ん
　
同
じ
質
疑
応

答
を
繰
り
返
し
て
い
る
様

に
聞
こ
え
ま
し
た
。
行
政

側
の
回
答
も
具
体
性
に
欠

け
て
い
る
気
が
す
る
の
で
、

実
の
あ
る
議
論
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し

た
。

議
会
傍
聴
に
来
ら
れ
た

き
っ
か
け
は

■田■宮■さ■ん
　
議
会
傍
聴
の

チ
ラ
シ
を
見
て
、
ち
ょ
う

ど
予
定
が
空
い
て
い
た
の

で
行
っ
て
み
よ
う
と
思
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

■太■田■さ■ん
　
一
緒
に
行
こ

う
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。

傍
聴
し
た
感
想
は

■田■宮■さ■ん
　
議
論
の
結
果

だ
け
で
は
な
く
、
意
思
決

定
の
過
程
を
知
る
こ
と
で
、

課
題
へ
の
理
解
と
新
た
な

視
点
を
得
ら
れ
、
大
変
有

意
義
な
体
験
で
し
た
。

■太■田■さ■ん
　
身
近
な
問
題

を
取
り
上
げ
て
い
て
、
自

分
も
疑
問
に
思
っ
て
い
た

こ
と
を
知
れ
る
の
が
す
ご

く
良
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

町の課題を 調査・研究・提言  します

議
員
活
動
レ
ポ
ー
ト

丹
野
議
長
の
表
彰

鈴木さんご一家（高中）
（理央さん、美鈴さん、三春ちゃん）

田宮 沙耶さん（袖屋敷）、太田 穂香さん（押切）

全国から多くの地方議員が参加

江戸川区に設置してある自己完結型水洗トイレ
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聞いてみました
いかがですか河北町
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林
　智

令和7年10月　かほく議会だより　第129号（18）（19）かほく議会だより

議員活動レポート町民インタビュー


